
コウモリ目ヒナコウモリ科 石川県カテゴリーヒメホオヒゲコウモリ 絶滅危惧Ⅱ類

なし国カテゴリー

日本では北海道、および中国地方を除く本州から知られる。
国内分布

ブナ林帯より上部の原生林が残された地域にのみ生息するため、県内においてもその生息地はきわめ

て限られている。
選定理由

白山市白峰の市ノ瀬六万山周辺と同市中宮の3箇所で各1頭がそれぞれ捕獲されているのみである。
県内分布

昼間のねぐらは樹洞と思われるが、本州の一部では家屋でも繁殖をしている。初夏に1仔を出産する。
生　　態

白山周辺で行われてきた天然林の伐採により、徐々にその生息地及び生息数が減少しているものと考

えられる。（A）
生存の危機

原生林が残された地域にのみ生息するため、県内においてもその生息地はきわめて限られている。
生息地の条件
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